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松本拓也:藻類学ワークシ ョップ II'藻類色素の HPLC分析入門」 参加記

藻類学ワークショップ 11i藻類色素の HPLC分析入門」は，

日本藻類学会第 34巨!大会期間中の2010年 3月21日'""22日

に行われました。講師は京都大学の宮下英明先生で，参加者は

私を含めて 10人でした。色素組成は，光合成生物の分類マー

カーの lっと して重要で，分類群ごとに特徴的な色素がいろい

ろと報告されています。まだ色素について調べられていない種

類も多く，その色素分析を行い，色素組成を明確にすることに

より，分類学的知見の拡充に大きく役立つこ とでしょう。これ

まで、学ぶ機会のなかった色素解析を学べる良いチャンス という

ことで，参加しました。

初日は，筑波大学の講義室で色素解析とは何か?と いうこ と

を講義していただきました。参加者の多くは，色素解析に全く

か，ほとんど関わったことがなかったのですが，宮下先生にわ

かりやすく説明して頂きました。初めに，色素の枯造，そして

各色素の働きについて講義していただきました。一般的な色素

であるクロ ロフィルについては，特に詳しく講義していただき

ました。クロロフィルは，フィオフィチン，クロ ロフィ リドといっ

たク ロロ フィル合成中間体や，分解生成物へと簡単に変化して

しまいます。これらの物質は，解析に用いたサンフ。ルの剥製が

うまくいっていない とHPLC分析において検出されて しまい，

サンフ。ル調製が迅速に行われなかった とし寸指標にもなります。

カロテノイ ドやフィ コビリ ンタンパク質についても，各色素に

特徴的な波長パターンについて 実際の解析結果を示しながら

解説していただきま した。また色素解析に用しミる機材や方法に

関する諮義では，色素解析によって得られる結果が， mし当た「分

析方法」や「材料」によって大きく変わり得ることつまり自分

の調べたい色素やサンフ。ルに合わせて i抽出方法」や「抽出

溶媒」や「カラム」や iHPLCの分析系」を選択する必要があ

るのです。ここでは，有名なしミくつかの系について解説してい

ただき，いずれもメ リット，デメ リットがあって，自分の目的に

合わせた選択の必要なことを学びま した。二日目は，国立JW境

研究所の環境生物保存棟で実習形式で行われました。まず実

左 目立Cの前で波形をチェックしている大久保さん。

右 色素の抽出について説明されている宮 F先生と参加者。

際の I-fPLC検出機を示しながら，検出機の説明と各部分の働

きについて説明していただきました。ここでの実習内容は，生

物名を伏せたいろいろな培養株について色素組成を分析 して，

それがどの生物かを決定するクイズのようなものでした。I音養

株は，匡l立環境研究所の微生物系統保存施設から このワーク

ショップのために提供し当ただいたものです。参加者にそれぞれ

違うサンブ。ルが配布され，各自で色素解析を行し 3ました。講義

で聞いた|浪りでは，色素の抽出は簡単そうでしたが，実際はう

まくいきませんでした。まず，多くの参加者は細胞の回収でて

こずりま した。それぞれの生物種の特徴に合った回収方法で集

めないと いけません。例えば，細胞の小さい生物種やサンプル

の濃度が薄い場合では，遠心分離機で、の回収は難しいため，細

胞をガラスフィルター上に|吸引il，i¥過する ことで細胞を回収し ま

す。細胞を回収した後は，溶媒(メタノ ール)を加えて色素を

抽出し ました。この抽出に関しでも生物種によって工夫を凝ら

す必要がありました。例えば，Chlorel!aのような細胞壁の厚い

生物では，溶媒を加えただけでは，全ての色素を抽出するこ と

は困難です。このような生物では，溶媒を加えたのちに，超音

波破砕機を用いて物理的に細胞を破砕し色素を抽出する必要が

あります。「色素を仙出できれば， 解析の山場は越えたようなも

の ・・ 」と宮下先生がおっ しゃっていたように，この過程は確

かに大変で した。さて，色素を11"出出来れば後は HPLCにか

けてf奇つだけです。I-fPLCカ5島平十万-を1'Iっているf守ち!時間の聞に，

環境生物保存彰nの微生物系統保存施設の見学ツアーを開催 し

ていただきました。解析が終わる と， 参加者それぞれで波形を

確認しながら，必死に参考文献に記載されている波長と自分た

ちの出した波長を見比べながら同定を行いま した。しかし素人

が波形を見ても，すぐに色素を同定できるはずもなく ，かなり

の時間がかかつて しまいました。宮下先生の新幹線の時間ギ リ

ギリになって しまいま したが，全員が各々のサンフ。ルの色素を

同定できま した。

今回のワークショップは，2日間と いう短い期間でしたが，

楽しく色素分析について学ぶことができました。自分で文献を

調べて勉強するだ、けで、は;身につかなかった解析の実際について

の様々な注意点を，色素分析を専門にされている先生に学べて，

とても貴重な体験にな りました。

最後になりま したが，今回のワークショップの講師の京都大

学の宮下英明先生とアシスタ ン卜として笑習をお手伝いいただ

いた京都大学の大久保智司さん，そ して|立話人と して準備，運

営を行っていただいた河地正伸先生に心より感謝1*1し上げま

す。

(筑波大学大学院生命環境科学研究科)




